
                 

                           今回の「たかまつびと」は、長栖地区に移り住み、それぞれの 

                           夢に向かって進んでいる下曾小川
し も そ こ が わ

 健さんと裕起さんご夫妻を紹 

                           介します。 
    

                          Ｑ：まずご主人にお伺いします。動物に関するお仕事を始められ 

                            たとのことですが、どのようなお仕事ですか？ 
 

                          健：私は以前鉄工業を営んでおりましたが、５０歳になったら好 

                            きなことをしようと決めていたので、スパッと鉄工業をやめ 

                            ました。その後子どもの頃からいつも犬が側にいて勇気づけ 

                            られていたこともあり、これからは動物に恩返しをする番だ 

                            と思い、ドッグランとペットホテルを始めました。 

                            預かる際は、動物がストレスがないように、ドッグラン 

                            で遊ばせながら世話をしています。 
 

                          Ｑ：その他に保護活動にも力を入れているそうですね。 
 

健：はい。野犬や野良猫を保護し譲渡する活動をしている「ＯＨＡＮＡ」という団体の支援をしています。ドッグ 

  ランの隣のカフェを活動の場として提供しています。こちらのカフェでは毎月第１週目の日曜日に譲渡会を開 

  催していますので、ぜひお越しいただければと思います。 
 

Ｑ：続きまして奥さんの裕起さんにお話をお伺いします。長年新体操の指導をされているそうですね？ 
 

裕：はい。以前はスポーツ少年団のコーチをしていました。小学校の体育館を借り 

  て指導をしていましたが、安定した指導ができなかったので、新体操が出来る 

  体育館を建てて、今はこちらで指導をしています。新体操は競技性が高いとい 

  うイメージですが全身を使って柔らかくし、とても健康に良いスポーツなので 

  多くの人に経験していただきたいと思っています。 
 

Ｑ：最後に今後の夢をお聞かせください。 
 

健：今後体育館で高齢者の楽しめるスポーツも始められたらと思っています。そして、犬や猫と高齢者を結び 

  付けられるような活動ができればと考えています。 
 

Ｑ：ぜひ。実現させてください。ありがとうございました。               （Q：信楽記者） 
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      高松公民館 

子ども太鼓も盛大に！ 

                        今回は、佐田地区に伝わる風習で、毎年８月15日に行われている 

                   「泣き供養：おっ母ちゃんやー」を取材してきました。 

                   「泣き供養」とは子どもたちが「おっ母（母親）、ちゃんやー（父親）、 

                   死んだぁなー、あーんあーん。」と泣きまねをしながら地区内を回る 

                   行事です。高松かるたによると、疫病で大勢の人が亡くなり、その供養 

                   のために行われたものと言われています。 

                    当日は、佐田地区の公会堂に集まった子どもたちが、観音様にお線香 

                   をあげてから、大きな御位牌を 

                   先頭に太鼓・鐘を持ち、大きな 

声で泣きまねをしながら公会堂を出発していきます。道中では地区の方  々

が家先で待っていて「ご苦労様」と声をかけお菓子をくれたり、庭先を休 

憩場所として提供してくれたりと、子どもたちが来るのを楽しみにしてい 

ます。区長をはじめ地区の役員が、行事の準備から子どもたちへの練習指 

    導をするなど、地域の方々で伝統を守り伝えられていることを感じました。         （野口記者） 

模擬店も大賑わい 

「OHANA」の松本さんと保護犬 
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下曾小川夫妻と新体操の生徒さんたち 



牛乳パックで作ったランタンがお出迎え！ 

17名の子ども達が盆踊りの太鼓を披露してくれました。 

 てぶくろの会の読み聞かせの後は、「宝探しゲー 

ム」を実施しました。子どもたちは、宝石をゲット 

するために、クイズや、 

水鉄砲で的あて 

などのミッ 

ションクリア 

に夢中になっ 

ていました。  

  今年も公民館の 

 七夕飾りに高松小学校１. 2年生児童、 

 高松幼稚園・佐田保育園の園児たちが書いた短冊を飾りました。 

 子どもたちのかわいい願い事に公民館を訪れた人たちは心を和ま 

 せていました。 

 後日、願いが込められた短冊は鹿島神宮に納めました。 

 「高松夏まつりを盛り上げるために牛乳パックで 

作ったランタンを飾ろう！」ということで子どもた 

ちに集まってもらいました。牛乳パックに絵を描い 

たりセロファンを張ったり、たくさんのランタンを 

作ってくれました。まつり当日は、児童クラブやア 

ットホームたかまつの子どもたち、絵手紙教室の方 

々に作成していただいたものなど、約２００個のラ 

ンタンが来場者の目を楽し 

ませていました。 

風鈴作りコーナー 

Ｐ★スピンズのチアダンス 

レイレフアのフラダンス 

あんば囃子とあんば踊り 

水遊びコーナーで水でっぽうで遊ぶ子どもたち 

ヨーヨーつり 

暑い中ご苦労様です！ 

かき氷が大盛況 

橋本実行委員長の 
あいさつ 

 高松地区の小学生からシニアまでの約８０名の参加者での開 

催となりました。競技が始まると和気あいあいとプレーする様 

子が見られ、あちこちで歓声や笑い声が聞こえていました。 

 参加者に大会の感想を聞くと「いつもと違うホールを回るこ 

   とで自分の実力がわかった」「初めてやったけどおもし 

          ろかった」などの声が聞かれました。 

 文化庁や市教育委員会の支援を受け伝統文化親子 

教室を開催しました。櫻鈴芸座連の皆さんの演奏を 

聴いたり、実際に太鼓や笛、鐘などの演奏を教わり 

ました。参加した子どもたちは、色々な楽器の特徴 

に興味を持ちながら演奏を楽しんでいました。 

 秋にも開催する予定なので興味のある方はぜひ、 

親子で参加してください。 

はいれ！ 



高松中学校 

 ６月７日(水)～９日(金)まで、京都、奈良方面へ修学旅行に行ってきました。 

 １日目は、薬師寺、東大寺、奈良公園を散策し、東大寺の大仏のあまりの大 

きさに生徒たちは、驚いていたようでした。薬師寺では、お坊さんの説法を聞 

き、貴重な体験をすうことができました。 

 ２日目は、班別による京都市内散策に出かけ、金閣寺や、三十三間堂をはじ 

め、伏見稲荷大社、北野天満宮などの文化遺産を巡りました。着物体験をして 

散策する女子の姿や、京都の町並みを楽しむ姿や、「八ツ橋」をはじめとする 

銘菓を購入しようとする姿が見られました。 

        ３日目は、２日間お世話になった旅館「お花坊」の美味しい 

                  食事と「おもてなし」に感動し、帰校 

                  しました。 

 ６月末から７月はじめに「県東地区総合体育大会」 

が行われました。高松中学校からは、女子バスケット 

ボール部、男女バレー部、男女テニス部、サッカー部 

が出場しました。また、水泳、卓球、柔道競技へも本 

校の生徒が出場し、活躍する姿がたくさん見られまし 

た。生徒一人一人にとって、心に 

も記録にも残る、充実した大会に 

なりました。 

 結果は、サッカー部が第３位 

に入賞し、県大会に出場しまし 

た。また、水泳、卓球競技で 

１学年生徒が、県東地区の代 

表として県大会に出場しました。 

高松小学校 

5/1 １年生を迎える会 

6/15 ４年生校外学習 

鰐川浄水場見学 

5/19  １.２年生遠足 大洗マリンワールド 

 ６月２９(木).３０日(金)に宿泊学習として、白浜少年自然の家 

に行ってきました。 

 私たち５年生は一人一人が宿泊学習に向けて目標をしっか 

りと立て参加しました。私は、「みんなとの絆を深めたい。 

そのために決まりやルールを守る。」と決めました。そして、 

その目標を意識して行動し、ウォークラリーやピザづくりでは、 

決まりやルールを守ることで楽しい思い出を作ることができました。 

これからも宿泊学習で学んだことを生かしてみんなで仲良く学校生活を 

送っていきたいと思います。            （生徒作文より） 

 

7/5 ３年生 鹿島学園留学生との交流会 
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妙心寺「座禅」 

金閣寺 

薬師寺 

「お坊さんの説法」 

旅館「お花坊」 

東大寺 

マンボウ 
卓球 

テニス 

バレーボール 

サッカー 



6/6 文化探索 

 国立西洋美術館に行ってきました。 

「憧憬の地ブルターニュ」という企画展では、19世紀後半から 

20世紀初めのブルターニュ地方の風景や人々を描いたモネやゴ 

ーガン、黒田清輝などの作品が展示されていました。 

                  その後、上野公園の散 

                 策を楽しみました。 

7/6 携帯電話講座 

 今や携帯電話は老若男女問わず 

手放せないものになっています。 

そこで、講師に竹本貴浩氏（パソ 

コン教室PCスタジオ鹿嶋）お迎え 

して携帯電話講座を開催しました。 

 講座では基本操作から始まり、 

LINEの操作へ進み、友だち追加や写真・動画・スタンプの送 

付など丁寧に教えていただきました。 

 これからは、LINEをより楽しむことができそうです。(^^♪           

                       （駒田記者） 

≪  公民館事業紹介②  ≫ 

 

5/17 高齢者交通安全教室を開催 

 鹿嶋警察署員の講話とサポートカー 

に乗り自動ブレーキや踏み間違い防止 

機能の体験会を実施しました。 

5/21 高松地区防災訓練 

 今年度は鹿嶋市洪水ハザードを考 

える日に合わせて防災訓練を実施し 

ました。各地区の役員とまちづくり 

委員が参加し、地区の危険個所の確 

認と意見交換会を実施しました。 

  園庭の畑で栽培したジャガイモの収穫をしました。今年も豊作 

 で、子どもたちは、土から出てくる大きさや形のちがうジャガイ 

 モに驚いたり喜んだり…。収穫したジャガイモをふかしてもらい、 

 採れたてのおいしさも味わいました。また、たくさん収穫したイ 

 モを使ってカレーパーティーをしました。それぞれの発達に合わ 

          せて役割分担をし、みんなで作り、みんなで 

                食べて楽しい時間を過ごしました。 

 「子どもたちに動物とのふれあいの時間 

を」ということで、地域で馬や小動物を飼 

育されている方に今年もお願いし、年中・ 

年少児が体験を行っていきました。毎年、 

快く引き受けてくださり、子どもたちにと 

って貴重な時間を過ごさせていただいてい 

ます。動物にエサをあげたり、一人一人 

        ポニーに乗せていただい 

           たり、子どもたち 

           にとって忘れられ 

           ない思い出が増え 

           ました。                       

 今年も、公民館での七夕の飾 

り付けをさせていただきました。 

色とりどりの短冊にそれぞれが 

願いを込め、素敵な七夕飾りが 

できました。季節を味わう行事 

に参加させていただき園児は、 

さらに心豊かに成長していくこ 

とと思います。 

 昨年は実施できなかったプール遊びを今 

年は実施することができました。保護者の 

皆様にお手伝いいただき、久しぶりにプー 

ルを組み立てました。年長児にきれいに掃 

除をしてもらい、天気や気温と相談しなが 

ら、楽しむことができました。子どもは水 

遊びが大好きです。毎日「今日はプールで 

きる？」と言いながら登園してくる姿がか 

わいかったです。 

 今年は、年長児の「水族館をつくりたい！」 

という思いをもとに、子どもたちと一緒に考え 

ながら海の生き物を作成するなど、少しずつ 

準備を進めました。「たかまつ水族館」「海 

の生き物すくい」など、様々な楽しいコーナー 

ができあがりました。 

親子で過ごす一足早い 

夏の思い出ができたよ 

うです。 

  

水郷小見川青少年自然の家に 

行ってきました！ 

 コロナの影響で２年中止になっていた夏休み移 

動学習に、やっと子どもたちを連れて行くことが 

できました。カヌー体験では、二人一組で息を合 

わせ、一生懸命にオールを漕いでいました。 

また、七宝焼きでオリジナルのキーホルダーを作 

成したり、グループに分かれ協力してクイズ 

に答え、キャラクターの「おみぼう」を探す 

館内のウォークラリーをしたり、たくさん 

の体験ができました。夏休みのいい思い出 

になったかな？ 

おいしいよー 
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